
質問・回答 

2020年 10月 16日 

「タイ国循環型社会形成に向けた海洋ごみモニタリング及び廃棄物発電に係る情報収集・確認調査（QCBS）」 

 （公示日：2020年 9月 30日／調達管理番号：20a00535） 

通番

号 

当該頁項目 質問 回答 

1 企画競争説明書 p.23 

（２）業務量目途と業務従事者構成

案、１）業務量の目途 

 

全体業務量の目途として約 17.5人月（M／M）と

記載されていますが、現地業務と国内作業の

各々の業務量の目途がありましたらご教示お願

い致します。 

国内業務 9.5M/M、現地業務 8.0M/Mを想定して

おります。 

2 P17 第２章 ７．（５）② 現地関係者

からの情報に基づく廃棄物焼却発電

事業のリスト化、廃棄物発電事業の傾

向分析 

「都市廃棄物組成分析」との記載がありますが、

これは既存資料による分析で、サンプリングによ

るごみ組成・三成分分析・発熱量等の分析は含

まれないとの理解で宜しいでしょうか。 

既存資料のみならず選定した2都市でのサンプリ

ングによるごみ組成分析を含みます。他方、三成

分分析・発熱量等の分析は含まれません。但し、

調査実施過程において、COVID-19 の影響によ

り現地調査または地方都市移動に制限がかかっ

た場合、既存資料による分析のみを代替策として

検討します。 

3 P18 第２章 ７．（５） ④現地関係者

（行政機関・民間企業）及び本邦企業

に対して調査結果をセミナー等の実施

を通じて共有する 

P18 第２章 ７．（８）調査結果に関す

るセミナーの実施（同上の記載） 

セミナーの回数、開催場所（タイ或いは日本）、

参加者人数の想定をご教授頂ければと思いま

す。見積金額（価格競争）にも影響しますところ、

別見積もり或いは定額計上として頂ければと思

います。 

セミナーは 2回、開催場所は日本及びタイでの実

施を想定します。参加者人数は各回 50名程度を

想定しております。なお、本邦については機構の

施設を活用する想定で、外部会議室の借上等は

想定していません。この想定を参考に必要な費

用を本見積に計上してください。 

4 P23 第３章 ２．（３）現地再委託 

以下の業務については、業務対象国・

地域の現地法人（ローカルコンサルタ

「廃棄物発電に係る現地調査」の再委託につき

まして、同調査のスコープや調査規模が示され

ておらず、各応札者の提案に委ねられており、

現地リソースの活用による調査業務を効率的に

進める観点から現地再委託を認めてはおります

が、業務指示に記載の所期の調査項目を網羅す



ント等）への再委託を認めます。 

 廃棄物発電に係る現地調査 

提案内容によって必要となる金額が大きく異なる

ことから、本金額は価格競争の対象として不適

切と考えます。つきましては、上記再委託経費を

別見積としていただくか、貴機構指定金額による

定額計上としていただけませんでしょうか。 

るために必要な M/M は想定業務量に含めて計

上しています。現地再委託を別見積とした場合、

団員の M/M を低減して再委託により対応し、価

格競争で有利な位置を占めることを意図した提

案を行うことへの歪んだインセンティブが働く可能

性があるため、本件では別見積、定額計上のい

ずれも行いません。自社の有する知見や現地で

のネットワーク、所要の情報入手手段を総合的に

考慮のうえ、再委託の活用要否を含め各応札者

にてご検討ください。 

5 P14 

第 2章５．調査の留意事項 

（５）日本の廃棄物発電事業に係るセ

ミナー用資料および研究教材資料の

作成 

セミナー開催に係る会場費、通訳等のロジ費用

は本件業務で負担になるのでしょうか。もし負担

するとした場合、場所、参加者人数の想定をご

教示ください。 

このセミナー実施は、７．（８）調査結果に関する

セミナーと同じものですか？ 

会場費、通訳等のロジ費用も契約内での負担と

なります。場所・参加人数等は通番号 3 の通りで

す。なお、セミナー実施は７．（８）調査結果に関す

るセミナーと同じものです。 

6 P17 

第 2章７．調査の内容 

（５）タイにおける廃棄物発電事業に係

る現状と課題の整理及び協力ニーズ

の確認② 

ケーススタディとして 2 都市程度を選定とありま

すが、想定している都市があればご教示くださ

い。 

現時点で想定はございません。 

7 P18 

第 2章７．調査の内容 

（６）タイにおける海洋ごみモニタリング

に関する検討・提言及び協力ニーズ

の確認 

想定されている日本の協力スキームは何でしょ

うか？ 

特定の支援スキームに限らず、JICA の有する支

援スキームの全ての可能性を検討します。 

8 P19 ドラフト・ファイナル・レポートの提出時期 ご指摘の通りですので、訂正いたします。 



第 2章８．報告書等 

 

（2021年 11月 30日）とファイナル・レポートの

提出時期（2021年 10月 29日）は双方逆と理

解してよいでしょうか？ 

ドラフト・ファイナル・レポート提出時期（2021 年

10月 29日） 

ファイナル・レポート提出時期（2021 年 11 月 30

日） 

9 P21 

８．報告書等  別紙：報告書目次

（案） 

Annex 1 ：海洋ごみモニタリングの

機材リスト及び技術仕様 

この機材リスト及び技術仕様は、海洋ごみ

モニタリングの推進に必要な海洋ごみモニ

タリングセンター用の機材として、作成す

るものですか？ 

その場合、モニタリング調査用に限定したものと

想定されますか？ 

また、機材の価格調査は含まないとの理解でよ

ろしいですか？ 

（６）②の活動に関するものであり、海洋ごみモニ

タリングの推進に必要な体制用の機材として作成

するものです。機材リスト及び技術仕様はモニタ

リング調査用に限定したものであり、価格調査ま

では含みません。 

10 P23 

第 3章２．業務実施上の条件 

（１）業務工程、（２）1）業務量の目途 

現地調査期間および国内作業期間について、想

定されている期間はありますか？ またそれに

伴い現地と国内の業務量の目途はあります

か？ 

また、現地調査の渡航回数については何回を想

定されているでしょうか？ 

COVID-19の影響を鑑みて、2021年 3月末まで

は国内での作業期間とし文献調査を中心とした

分析業務を先行して行っていただく想定です（た

だし、政府、機構全体の渡航方針の状況により渡

航可能となった場合にはこの限りではありませ

ん）。他方、2021年 4月以降の工程については、

契約後に渡航可否に係る状況を踏まえて適宜受

注者と協議することとします（計画上は 2021年 4

月以降に渡航可能となる前提で企画競争説明書

を作成しています）。現地、国内の業務量目途は

通番号 1をご参照ください。渡航回数は 3回程度

を想定しております。 

11 P13 第２章 ２．（１） 都市廃棄物に対

する廃棄物発電施設の導入や運用に

際してボトルネックとなっている課題や

企画競争説明書には、「廃棄物焼却発電」と「廃

棄物発電」の双方が記載されています。本邦企

業の優位性のある技術及び左記のガイドライン

ご理解の通りです。 



本邦企業にとって参入障壁となってい

る要因、….. 

P17 第２章 ７．（５） ②廃棄物焼却発

電事業のリスト化、….. 

「ごみ焼却発電導入ガイドライン」に従

い、タイにおける廃棄物焼却発電事業

の傾向を明らかにする。 

の内容から、本調査は「廃棄物焼却発電」を対

象としていると理解しますが、宜しいでしょうか。 

12 P15 第２章 ５．（９）新型コロナウイル

ス対策の世界的な流行を踏まえた調

査実施方法の検討 

「今後の状況次第では計画通りに現地作業が実

施されない場合も考慮し、代替的な調査の実施

方法（略）について、プロポ―ザルで提案するこ

と」とありますが、本提案は、企画競争説明書

P20 １．にて指定されている「１）及び２）を併せ

た記載分量は、２０ページ以下としてください」の

２０ページに含まれますでしょうか。 

当該提案については、制限ページ数外とします。 

企画競争説明書 P22 １．（2） １）業務の実施方

針の下に下記を挿入します。 

「プロポーザル及び見積書は本企画競争説明書

の記載に基づき作成いただきますが、一方で、コ

ロナ禍の影響が長引き現地渡航が困難な状況が

継続する可能性もあると考えます。現地渡航が

提案の計画時期から延期になる場合を想定し、

その間に国内で実施できる業務についても提案

があればプロポーザルに記載ください。この提案

につきましては、制限ページ数外とします。なお、

その追加費用については見積金額に含めないで

ください。」 

13 P18 第２章 ７．（５） ④現地関係者

（行政機関・民間企業）及び本邦企業

に対して調査結果をセミナー等の実施

を通じて共有する 

P18 第２章 ７．（８）調査結果に関す

るセミナーの実施（同上の記載） 

貴機構 2020年 4 月「コンサルタント等契約にお

ける経理処理ガイドライン（QCBS方式対応版）」

13ページにて、「セミナー等実施関連費は、原則

として、企画競争説明書に規定した定額を見積

金額として計上することを求めます。」との記載

があります。定額の見積金額をご教示いただく

か、もしくは、本件では原則と異なり定額計上と

通番号３に記載の通り、本邦セミナーは機構の施

設を活用する想定ですが、タイにおけるセミナー

についてはその会議室借上費、及び飲食代等が

発生する見込みです。上記費用を 200,000 円と

して定額計上ください（本見積）。 



ならない明確な理由をご教示ください。 

14 P23 第３章 ２．（３）現地再委託 

以下の業務については、業務対象国・

地域の現地法人（ローカルコンサルタ

ント等）への再委託を認めます。 

 廃棄物発電に係る現地調査 

貴機構予定価格想定のためご教示いただきた

いのですが、本現地再委託費は貴機構予定価

格に含まれていないとの理解にて間違いないで

しょうか？ 

現地再委託については、自由価格、別見積と致

します。よって、通番号 4 の回答を以下の通り修

正致します。 

 

（誤）現地リソースの活用による調査業務を効率

的に進める観点から現地再委託を認めてはおり

ますが、業務指示に記載の所期の調査項目を網

羅するために必要なM/Mは想定業務量に含めて

計上しています。現地再委託を別見積とした場

合、団員のM/Mを低減して再委託により対応し、

価格競争で有利な位置を占めることを意図した

提案を行うことへの歪んだインセンティブが働く可

能性があるため、本件では別見積、定額計上の

いずれも行いません。自社の有する知見や現地

でのネットワーク、所要の情報入手手段を総合的

に考慮のうえ、再委託の活用要否を含め各応札

者にてご検討ください。 

 

（正）現地リソースの活用による調査業務を効率

的に進める観点から現地再委託を認めます。再

委託経費を別見積としますので、自社の有する

知見や現地でのネットワーク、所要の情報入手手

段を総合的に考慮のうえ、再委託の活用要否を

含め各応札者にてご提案ください。 



15 貴機構質問・回答 

通番号 2 

「既存資料のみならず選定した 2 都市

でのサンプリングによるごみ組成分析

を含みます」 

ごみ組成分析を実施するうえで分析するサンプ

ル数によって必要となる経費が大きく異なります

ため、ご想定のサンプル数をご教示ください。 

現地調査中に2都市程度で合計2回実施（雨季・

乾季。各 5日程度）を検討しております。 

16 貴機構質問・回答 

通番号 2 

「既存資料のみならず選定した 2 都市

でのサンプリングによるごみ組成分析

を含みます」 

ごみ組成分析を実施するには各世帯のごみに

直接触れる必要があります。コロナ禍の状況

下、仮に本業務従事者がタイ国へ渡航できるよ

うになった後であっても、感染リスクを避けるた

めにごみ組成分析は実施すべきでないと考えま

すが、いかがでしょうか。 

通番号 1 及び 2 に記載の通り、現地調査の実施

を想定しておりますが、調査実施過程において、

COVID-19 の感染拡大状況を踏まえて各世帯の

ごみに触れるようなリスクのある調査の実施が適

当でないと判断される場合には、それを行わず別

の方法(例えば、既存資料やヒアリングによる分

析だけ等)によることとして差し支えありません。 

17 （該当箇所無） 本調査を実施するうえで、現地傭人を雇用し調

査対象機関である MONRE に調査期間中常駐

させることを検討しておりますが、MONRE より

同傭人のための作業机やインターネット回線の

便宜供与を受けることは可能でしょうか。 

また、本業務従事者の現地滞在中の作業スペ

ースも同様に MONRE 内に設けるべく、便宜を

図っていただくことは可能でしょうか。 

本案件は、基礎情報収集・確認調査のスキーム

での実施となり、技術協力のように先方との間で

負担事項等に係る合意はありません。そのため、

MONRE に対してご提案された便宜供与を受け

ることは想定しない形で、調査実施方法をご提案

ください。 

18 質問・回答通番号 14番 現地再委託業務の「廃棄物発電に係る現地調

査」にはごみ質調査も含まれていると考えてよろ

しいでしょうか。 

ごみ質調査（組成分析を含む）を含みます。別見

積としてご提案ください。 

19 質問・回答通番号 15番 「現地調査中に 2 都市程度で合計 2 回実施

（雨季・乾季。各 5 日程度）を検討しておりま

す。」とありますが、具体的な数量の記載があり

ません。 

調査計画当初、通番号 15 番以上の調査数量に

関する想定は行っておりませんでした。具体的数

量についてはご提案頂ければと思います。費用

については別見積としてください。 



家庭系ごみ: 3 所得階層別 XX 世帯、市場ごみ: 

XXヶ所、事業系ごみ: XXヶ所事務所系ごみ:XX

ヶ所あるいは家庭系、市場、事業系、事務所系

合計で XXX サンプル/日などの数量を、適切な

積算および競争上の公平性の観点からもお示し

いただけないでしょうか。 

もしくは、対象都市の人口規模等の貴機構で検

討・想定されている都市の情報をお示し願いま

す。この場合でも各社で調査数量の統一はでき

ませんので別見積での提出をご了解願います。 

以上 

 


